
<関数の一次近似>

関数 y = f(x)の x = aにおける微分係数は f 0(a) = lim
h!0

f(a+ h)¡ f(a)
h

である。

x = a+ hとおけば、h! 0のとき x! aより

lim
h!0

f(a+ h)¡ f(a)
h

= lim
x!a

f(x)¡ f(a)
x¡ a = f 0(a)

である。従って、xが aに十分近いとき（x ; aのとき）

f(x)¡ f(a)
x¡ a ; f 0(a)

とみなせる。よって

x ; aのとき f(x) ; f(a) + f 0(a)(x¡ a)

が成り立つ。右辺は xの一次式であるから、

これを一次近似式という。右辺の式は直線

y = f(a) + f 0(a)(x¡ a) （接線）

を表すが、これは曲線 y = f(x)上の点 (a ; f(a))における接線の方程式である。

すなわち、曲線を接線で近似するのが一次近似式である。

例 3
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より一次近似式は

x ; aのとき 3
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となる。ここで a = 1 ; x = 1:1とおけば
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(1:1¡ 1) = 1 + 1

3
£ 0:1 = 1 + 1
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問 例にならって、
p
1:1を近似せよ。
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